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MySQL 5.6.17 リリースノート （日本語翻訳） 

 

機能の追加と変更 

 矛盾を含む可能性がある変更: 現在、AES_ENCRYPT()および AES_DECRYPT()関数は

ブロック暗号化モードの制御を可能にし、オプションの初期化ベクトル引数を取っている。  

o 新しいblock_encryption_modeシステム変数はブロックベースの暗号化アル

ゴリズムのモードを制御する。そのデフォルト値は aes-128-ecbで、128ビット

のキー長と ECBモードを使用した暗号を示す。  

o オプションの init_vector引数は、それを必要とする暗号モードに初期化ベク

トルを提供する。  

AES_ENCRYPT(str,key_str[,init_vector]) 

AES_DECRYPT(crypt_str,key_str[,init_vector]) 

o 初期化ベクトルに使用する任意のバイト列は新しい RANDOM_BYTES()関数を呼

び出して生成することができる。  

詳細については、Encryption and Compression Functions を参照。  

これらの変更によって AES_ENCRYPT()または AES_DECRYPT()を使用するステートメン

トはステートメントベースのレプリケーションについてアンセーフになり、クエリキャッシュに

保存できない。RANDOM_BYTES()を使用するクエリはステートメントベースのレプリケー

ションについてアンセーフになり、クエリキャッシュに保存できない。 

 矛盾を含む可能性がある変更: ERROR_FOR_DIVISION_BY_ZERO、NO_ZERO_DATE、

および NO_ZERO_IN_DATE SQLモードは現在、非推奨で、sql_mode値の設定でこの

いずれかを含むと警告が生成される。MySQL 5.7では、これらのモードは何も行わない。

代わりに、これらの効果は厳密な SQLモード（STRICT_ALL_TABLESまたは

STRICT_TRANS_TABLES）の効果に含まれている。MySQL 5.7の変更の動機は strict 

modeに効果が依存している SQLモードの数を減らし、それらを strict mode自体の一部

にすることである。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html#function_aes-encrypt
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html#function_aes-decrypt
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-system-variables.html#sysvar_block_encryption_mode
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html#function_random-bytes
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html#function_aes-encrypt
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html#function_aes-decrypt
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/encryption-functions.html#function_random-bytes
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/sql-mode.html#sqlmode_error_for_division_by_zero
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/sql-mode.html#sqlmode_no_zero_date
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/sql-mode.html#sqlmode_no_zero_in_date
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/sql-mode.html#sqlmode_strict_all_tables
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/sql-mode.html#sqlmode_strict_trans_tables
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MySQL 5.7へのアップグレードの事前準備については、SQL Mode Changes in 

MySQL 5.7を参照する。使用しているアプリケーションがMySQL 5.7のSQLモード変更

に影響されるかどうかを判断するガイドラインが掲載されている。  

 InnoDB: MySQLは現在、以下の操作についての online DDL（ALGORITHM=INPLACE）

を使用した通常およびパーティションされた InnoDBテーブルのリビルドをサポートしてい

る。  

o OPTIMIZE TABLE  

o ALTER TABLE ... FORCE  

o ALTER TABLE ... ENGINE=INNODB（InnoDBテーブルでの実行時）  

Online DDLサポートはテーブルリビルド時間を減少し、並行 DMLを可能にして

いるが、これはユーザアプリケーションダウンタイムの減少に役立っている。詳細

については、Overview of Online DDLを参照。  

（Bug #13975225） 

 Solarisでは現在、mysql_config --libsに-R/path/to/libraryが含まれ、ライブラリ

を実行時間に見つけることができる（Bug #18235669）。 

 mysql_install_dbは必要とされるPerlモジュールが欠落している時に、より詳細な診断

メッセージを提供する（Bug #69844、Bug #18187451）。 

  ALTER TABLEの IGNORE句は現在、非推奨で、今後の MySQLバージョンでは削除さ

れる。ALTER IGNORE TABLEはレプリケーションに対する問題を招き、固有インデックス

作成のためのオンライン ALTER TABLEを妨害し、外部キーの問題を招いている（親テー

ブルの行を削除）。 

修正されたバグ 

 矛盾を含む可能性がある変更: 以前のクライアント（MySQL 5.5.7より前）は、サーバが

--default-authentication-plugin=sha256_passwordオプションで起動すると

認証データを正確に解析できなかった。  

注意 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.7/en/sql-mode.html#sql-mode-changes
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.7/en/sql-mode.html#sql-mode-changes
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-online-ddl.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/optimize-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/alter-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/alter-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-online-ddl.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-create-index-overview.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/alter-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-options.html#option_mysqld_default-authentication-plugin
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このバグの修正によって、MySQL 5.6.16 クライアントは sha256_passwordプ

ラグインで認証を行うアカウントを使用している 5.6.17サーバに接続できなくなっ

た。同様に、MySQL 5.7.3クライアントは sha256_passwordプラグインで認証

を行うアカウントを使用している 5.7.4サーバに接続できなくなった。  

（Bug #17495562） 

 重要な変更; InnoDB;パーティショニング: FLUSH TABLESステートメントの FOR EXPORT

オプションは現在、パーティションされた InnoDBテーブル用にサポートされている（Bug 

#16943907）。 

 InnoDB: パーティションされたテーブル上で SELECTを実行すると memcpy()でのメモリ

アクセス違反が起こっていた（Bug #18383840）。 

参考: Bug #18167648 も参照。 

 InnoDB: fts_query_fetch_documentの無効な memmoveによって重大なエラーが

起こっていた（Bug #18229433）。 

 InnoDB: フルテキストクエリについて、num_tokenが max_proximity_item未満で

あることをチェックしないとアサーションを招く可能性があった（Bug #18233051）。 

 InnoDB: innodb_ft_result_cache_limitは現在、ハードコード化された

4294967295バイトの最大値すなわち（2**32 -1）を持つ。以前は、最大値は ulongの最

大値として定義されていた（Bug #18180057、Bug #71554）。 

 InnoDB: InnoDBはダブルライトバッファからシステムテーブルスペースデータファイルの

間違いを含む最初のページを修復することができず、起動の失敗を招いていた（Bug 

#18144349、Bug #18058884）。 

 InnoDB: UPDATEは lock_rec_other_trx_holds_explでのメモリアクセスエラーを

招いていた。トランザクションリスト（trx_sys->rw_trx_list）はトランザクションサブシ

ステムミューテックス（transaction subsystem mutex）（trx_sys->mutex）を取得しない

でトラバースされていた（Bug #18161853）。 

 InnoDB: 圧縮テーブルがメモリに合わない場合、Bug #14329288によるリグレッション

でパフォーマンスが低下していた（Bug #18124788、Bug #71436）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/flush.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-storage-engine.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_ft_result_cache_limit
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/update.html
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 InnoDB: innodb_thread_sleep_delayの最大値は現在 1000000マイクロ秒である。

以前の最大値（32ビットで 4294967295マイクロ秒、64ビットで

18446744073709551615マイクロ秒）は不必要に大きかった。

innodb_thread_sleep_delayの最大値は

innodb_adaptive_max_sleep_delay（0以外の値に設定されている場合）に設定さ

れた値によって制限されているため、innodb_thread_sleep_delayの最大値は現在

innodb_adaptive_max_sleep_delayの最大値と同じである（Bug #18117322）。 

 InnoDB: フルテキストトークナイザスレッド（full-text tokenizer thread）は、不正なエラー

メッセージで終了していた（Bug #18021306）。 

 InnoDB: InnoDB memcachedプラグインがまだ初期化している間に InnoDB 

memcachedプラグインをアンインストールしようとすると、InnoDB memcachedデーモ

ンスレッドが強制終了された。アンインストールは初期化が終了するまで待たなければな

らない（Bug #18038948）。 

 InnoDB: デバッグビルドで、複写キーを含む入力データを使用してバイナリカラムで固

有インデックスを作成すると、アサーションが発生していた（Bug #18010711）。 

 InnoDB: srv_monitor_thread とパージコーディネータスレッド（purge coordinator 

thread）の間の競合状態によって srv_monitor_threadは

lock_print_info_summary()関数でクラッシュしていた（Bug #17980590、Bug 

#70430）。 

 InnoDB: 外部キーチェックが無効化されている時に無効な外部キーを追加しようとする

と（foreign_key_checks=0）重大なエラーが起こっていた（Bug #17666774）。 

 InnoDB: デバッグビルドでは、オンラインのテーブルリビルド変数 ALTER TABLEが

BLOBカラムのあるテーブルで実行された場合、row_log_table_apply_update関

数でのアサーションが発生していた。通常のビルドでは、DB_PRODUCTIONエラーが返さ

れていた（Bug #17661919）。 

 InnoDB: テーブル作成時に、mysql.innodb_index_statsテーブルに最低3つの個

別のインサートがある。CREATE TABLEパフォーマンスを向上させるために、現在はイン

サートごとに 1つの操作をする代わりに、単一の COMMIT操作になった（Bug #17323202、

Bug #70063）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_thread_sleep_delay
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_thread_sleep_delay
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_adaptive_max_sleep_delay
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_thread_sleep_delay
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_adaptive_max_sleep_delay
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-system-variables.html#sysvar_foreign_key_checks
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/alter-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/create-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/commit.html
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 InnoDB: ロッキングに関する問題があったりトランザクションが

trx_sys->rw_trx_setから削除されるのが早すぎたりするために発生する

lock_rec_has_to_wait_in_queue(lock)のアサーションによって、サーバが停止

していた（Bug #17320977）。 

 InnoDB: サーバのシャットダウンでハングアップが起こり、エラーログに「[NOTE] 

InnoDB: Waiting for purge thread to be suspended.」というメッセージが書

き込まれていた（Bug #16495065）。 

 InnoDB: innodb_data_file_pathがサイズ値に Kを加えてデータファイルサイズを

キロバイトで指定すると、InnoDBは起動できなかった（Bug #16287752）。 

 InnoDB: インサートバッファマージによって、外部に保存されている BLOBの所有権情

報の不正な取り扱いによるアサーションエラーが発生していた。  

InnoDB: Assertion failure in thread thread_num in file 

ibuf0ibuf.cc line 4080 

InnoDB: Failing assertion: rec_get_deleted_flag(rec, 

page_is_comp(page)) 

（Bug #14668683） 

 InnoDB: auto_increment_increment値の減少による次のオートインクリメント値へ

の影響はなかった（Bug #14049391、Bug #65225）。 

 パーティショニング: index_merge_intersection フラグ（デフォルトで有効）または 

index_merge_unionフラグがoptimizer_switchシステム変数の設定によって有効

にされると、MyISAMストレージエンジンを使用しているパーティションされたテーブルやプ

ライマリキーがないパーティションされた InnoDBテーブルに対して実行されたクエリが誤

った結果を返していた（Bug #18167648）。 

参考: Bug #16862316、Bug #17588348、Bug #17648468 も参照。 

 レプリケーション: MASTER_SSL_CRLおよび MASTER_SSL_CRLPATHオプションは

yaSSL使用時には利用できない。MySQLレプリケーションは現在、yaSSLの有効時に

は常にこれらを自動的に NULLに設定している（Bug #18165937）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_data_file_path
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-options-master.html#sysvar_auto_increment_increment
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-system-variables.html#sysvar_optimizer_switch
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/myisam-storage-engine.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-storage-engine.html
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 レプリケーション: --slave-parallel-workersを 1以上に設定し、スレーブを起動さ

せると、スレーブ SQLスレッドはスレーブが STOP SLAVEおよび START SLAVEで再起

動されるまで、メモリを使用しても解放しなかった（Bug #18001777、Bug #71197）。 

 レプリケーション: スレーブがレプリケーションフィルタおよび--log-warnings=2で構

成されると、フィルタリングされたすべてのステートメントによってエントリがエラーログに

書き込まれていた。フィルタリングされる多くのステートメントを生成するビジー状態のサ

ーバでは、エラーログは急速に数ギガバイトに増大する可能性があった。現在は、そのよ

うなエラーに対してはスロットルが使用され、所定の間隔ごとにエラーメッセージが一回の

み印刷されて、その期間に特定のエラーが何回発生したかを示すようになっている（Bug 

#17986385）。 

 レプリケーション: SHOW SLAVE STATUSは MASTER_SSL_CRLおよび

MASTER_SSL_CRLPATHのレポート時に誤った値を使用していた（Bug #17772911、Bug 

#70866）。 

参考: このバグは、Bug #11747191によってもたらされた。 

 レプリケーション: sync_binlogが 1に設定されていても、マスタのディスクにフラッシュ

される前にバイナリログイベントがスレーブに送信される可能性があった。これによって、

オペレーティングシステムのクラッシュの後にマスタが再起動された時、以下の 2つの問

題のうちどちらかが発生する可能性があった。 

o 1つ以上のスレーブがマスタ上に存在しないイベントの複製を要求しているため、

レプリケーションが継続できない。  

o データが 1つ以上のスレーブに存在してもマスタ上には存在しない。  

上記の問題は耐久性のない設定（sync_binlogが 1ではない）で起こる可能性がある

が、sync_binlogが 1の時に発生してはならない。この問題を解決するために、現在、

同期化の間にはロック（LOCK_log）された状態になり、バイナリイベントが実際にディスク

に書き込まれた後でなければ解放されないようになっている（Bug #17632285、Bug 

#70669）。 

 レプリケーション: スレーブを--slave-parallel-workersが 1以上で実行すると、

--slave-skip-errors=allの設定で、エラーログが警告 Slave SQL: Could not 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-options-slave.html#option_mysqld_slave-parallel-workers
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/stop-slave.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/start-slave.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-options.html#option_mysqld_log-warnings
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/show-slave-status.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-options-binary-log.html#sysvar_sync_binlog
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-options-slave.html#option_mysqld_slave-parallel-workers
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-options-slave.html#option_mysqld_slave-skip-errors
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execute Query event. Detailed error: ;, Error_code: 0（スレーブ SQL: 

クエリイベントは実行不可。エラー詳細: ;, エラーコード:0）のインスタンスでいっぱい

になっていた（Bug #17581990、Bug #68429）。 

参考: Bug #17986385 も参照。 

 レプリケーション: パフォーマンススキーマ threadsテーブルの PROCESSLIST_STATE

カラムの値として使用された多数の可能な状態メッセージはカラム幅より長かった（64文

字）。  

エラーを回避するために、長い状態メッセージは現在、暗黙的に切り詰められるようにな

った。この修正はMySQL 5.6にのみ適用されているが、問題の恒久的な修正はMySQL 

5.7以降で行われる（Bug #17319380）。 

 レプリケーション: 行ベースのレプリケーションの使用時に、サーバは 4GB よりも大きい

行の挿入を適切に扱わなかった（Bug #17081415）。 

 レプリケーション: 行ベースのレプリケーションの使用時に、テーブルのスレーブバージョ

ンの追加のオートインクリメントコラムが正しく更新されず、ゼロが代わりに挿入されてい

た（Bug #17066269、Bug #69680）。 

 レプリケーション: パフォーマンススキーマテーブルの内容は特定の MySQLサーバイン

スタンスのみに適用でき、レプリケーショントポロジーのサーバ間で大きく異なる場合があ

るので、パフォーマンススキーマテーブルを含むステートメントがバイナリログに書き込ま

れてはならない。データベース管理者は他のサーバに影響を与えることなく単一のサー

バでパフォーマンススキーマテーブルを構成（INSERT、UPDATE、または DELETE）または

フラッシュ（TRUNCATE TABLE）できなければならない。しかし、MySQL 5.5マスタから

MySQL 5.5以降のスレーブにレプリケーションを行った時、パフォーマンススキーマテー

ブルを更新しているアンセーフなステートメントに関する警告がエラーに引き上げられた。

MySQL 5.6以降のスレーブは、これによって performance_schemaおよび GTID

（Replication with Global Transaction Identifiers を参照）の同時使用ができなくなった。  

この修正によって、有効なロギングのタイプに関わらず performance_schemaデータベ

ースのテーブルの更新はすべてマスタでフィルタリングされ、複製されないようになってい

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/threads-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/insert.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/update.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/delete.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/truncate-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-gtids.html
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る。これ以前は、使用しているステートメントはレプリケーションにはアンセーフとマークさ

れて扱われていたが、それが実行時に警告を招いていた。それにも関わらず、有効なロ

ギング形式に関係なくステートメントはバイナリログに書き込まれていた。  

INFORMATION_SCHEMAデータベースのテーブルの既存のレプリケーション動作はこの

修正で変更されていない。 

詳細については、MySQL Performance Schema を参照（Bug #16814264）。 

参考: Bug #14741537、Bug #18259193 も参照。 

 レプリケーション: トランザクション内で大量のデータを修正すると、テンポラリファイルが

作成される可能性がある。そのようなファイルは、修正されるデータのサイズがバイナリロ

グキャッシュ（max_binlog_cache_size）のサイズを超えると作成される。以前はこの

ようなファイルはクライアント接続が閉じるまで残り、tmpdirの利用可能なすべてのディ

スクスペースを使い切るまで増大する可能性があった。これを防ぐため、現在、特定のト

ランザクションでこのように作成されるテンポラリファイルのサイズは、トランザクションの

コミットまたはロールバック時に 0にリセットされている（Bug #15909788、Bug 

#18021493、Bug #66237）。 

 レプリケーション: サーバはロックなしでセミシンクロナスレプリケーション

（semisynchronous replication）が有効にされているかどうかをチェックし、有効にされて

いる場合はロックをして再度チェックする。セミシンクロナスレプリケーションが最初のレプ

リケーションの後、2番目のレプリケーションの前に無効になっていれば、サーバが機能し

なくなることがあった（Bug #14511533、Bug #66411）。 

参考: Bug #17920923 も参照。 

 レプリケーション: セミシンクロナスレプリケーション（semisynchronous replication）は同

時に動作しているダンプスレッド（mysqlbinlogまたはスレーブ I/O接続によるものなど）

が多い場合は非常に遅くなっていた。 セミシンクロナスマスタプラグイン関数が、ダンプ

接続がセミシンクロナスレプリケーションをサポートしない場合でも呼び出され、プラグイン

ロックのロッキングおよび必要なコードでの時間の浪費を招くこともわかった。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/performance-schema.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/replication-options-binary-log.html#sysvar_max_binlog_cache_size
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-system-variables.html#sysvar_tmpdir
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この修正の後、非セミシンクロナスダンプスレッドはバイナリイベントを監視するためにセ

ミシンクロナスマスタ関数を呼び出さなくなった（Bug #70218、Bug #17434690）。 

 mysql_install_dbは/dev/randomを読み込んで任意の rootパスワードを生成する

間、停止する可能性があった（Bug #18395378）。 

 MySQLが引数付き-Werrorオプションを含むように設定された CFLAGSで構成されると、

コンパイルは失敗していた（Bug #18173037）。 

 共有 libmysqld組み込みサーバライブラリは Linux上に構築されていなかった（Bug 

#18123048、Bug #16430656、Bug #68559）。 

 サーババージョンの印刷中、mysql クライアントは列変数のバッファオーバーフローをチ

ェックしていなかった（Bug #18186103）。 

 Bug #16249481のパッチによってもたらされたリグレッションによる identifier not 

foundエラーによって、Visual Studio 2008使用のWindowsのソースからのMySQLビ

ルドは失敗していた（Bug #18057449）。 

 Microsoft Windowsでは、my_atomic_*関数の読み取り/書き込みロックバックアップ実

行が常に使用された。現在、利用可能な場合、本来のMicrosoft Windows実行が使用さ

れている（Bug #18054042）。 

 テーブルがテーブルキャッシュから再度開かれ、現在のスレッドがパフォーマンススキー

マに対してインストルメントされていないと、テーブルハンドルは不必要にインストルメント

されていた（Bug #18047865）。 

 複数の接続で多くの操作があった場合、監査ログプラグインによって、サーバがログファ

イル回転操作の間に終了する可能性があった（Bug #17930339）。 

 パフォーマンススキーマ events_statements_summary_by_digestテーブルの

SUM_SORT_MERGE_PASSESカラム値の計算が誤っていた（Bug #17938255）。 

 新しいダイジェストを持つステートメントが見つかった時にパフォーマンススキーマ

events_statements_summary_by_digestテーブルがいっぱいの場合、

Performance_schema_digest_lostステータス変数はインクリメントされなかった

（Bug #17935314）。 

 条件にある重要な部分がインデックスにない場合、オプティマイザは条件を引き下げる可

能性があった（Bug #17814492）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/statement-summary-tables.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/statement-summary-tables.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/performance-schema-status-variables.html#statvar_Performance_schema_digest_lost
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 照合での短縮形情報は誤って扱われる可能性があり、ある文字が短縮形の一部かどう

かという判断の誤りや短縮形重量の計算ミスを招いていた（Bug #17760379）。 

 read_onlyシステム変数が有効になっていても DROP TRIGGERが成功していた（Bug 

#17503460）。 

 OUTまたは INOUTパラメータを持つストアドプロシージャについてプリペアド CALLステー

トメントを処理するのに使用される場合、mysql_stmt_store_result()は、すべての

結果セットを読み出すのに必要なフラグを適切に設定していなかった（Bug #14492429、

Bug #17849978）。 

 rootで実行された場合、mysqld --help –verboseはヘルプメッセージを表示した後、

ゼロではないエラーコードで終了した（Bug #70058、Bug #17324415）。 

 Community Editionディストリビューションからの MySQL クライアントプログラムは、

Enterprise Editionから MySQLサーバへの SSLを使用して接続できなかった。これは

yaSSLおよびOpenSSL（それぞれCommunityとEnterpriseに使用）による証明書の扱

いの違いによるものだった。OpenSSLでは--ssl-ca、--ssl-cert、および 

--ssl-keyオプションのうち指定されてはいないものがある場合、空白の証明書を送信

することとしていたが、yaSSLではそうではなかった。この問題を解決するために、オプシ

ョンが欠落している場合、yaSSLは空白の証明書を送信するように修正された（Bug 

#68788、Bug #16715064）。 

 mysqladmin、mysqlbinlog、mysqlcheck、mysqldump、mysqlimport、 

mysqlslap、およびmysqlshowプログラムは現在、パスワードが古い形式（4.1より前）

でサーバに送信されるのを防ぐ--secure-authオプションをサポートしている。このオプ

ションはデフォルトで有効になっており、--skip-secure-authで無効になる（Bug 

#69051、Bug #16723046）。 

 サブクエリの実行中にデッドロックエラーが起こると、アサーションが発生する可能性があ

った（Bug #69969、Bug #17307201）。 

 明確な値を見つけるためにテンポラリテーブルを作成し、予測リストに定数値があるクエ

リは、誤った結果を出す可能性があった（Bug #70657、Bug #17634335）。 

 LDML照合定義問題に関してサーバによってエラーログに書き込まれたメッセージに照

合名がなかった（Bug #68144、Bug #16204175）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-system-variables.html#sysvar_read_only
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/drop-trigger.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/call.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/mysql-stmt-store-result.html
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 FROM句のサブクエリの結果を統合すると誤った結果になる可能性があった（Bug 

#71244、Bug #18014565）。 

 文字列値をとるシステム変数について、SETステートメントはクォートしていない値を許可

していたが、ドットを含む値は誤って解析され、値の一部のみが割り当てられていた。例え

ば、SET GLOBAL slow_query_log_file = my_slow.logは値 my_slowを割り

当てていた。現在、このような値はクォートされなければならず、クォートされない場合は

エラーが発生している（Bug #69703、Bug #17075846）。 

 区切り文字を持たない 15桁以上のテンポラルリテラル文字列は、2桁の精密な秒の小数

部を持つ TIMESTAMP/DATETIME値として認証されていた。しかし、秒の小数部は常に

小数点で時間の他の部分と分けなければならない（Bug #69714、Bug #17080703）。 

 Windowsでmysql_install_db.plはインストレーションディレクトリ下の binディレクトリ

内からしか実行できなかった（Bug #42421、Bug #11751526）。 

 msql2mysql、mysql_convert_table_format、mysql_find_rows、

mysql_fix_extensions、mysql_setpermission、およびmysqlaccessユーティリティ

は現在、非推奨で、MySQL 5.7で削除される（Bug #27482、Bug #69012、Bug #69014、

Bug #69015、Bug #69016、Bug #69017、Bug #11746603、Bug #16699248、Bug 

#16699279、Bug #16699284、Bug #16699317、Bug #18179576）。 

 

 

※本翻訳は、理解のための便宜的な訳文として、オラクルが著作権等を保有す

る英語原文を NRIの責任において翻訳したものであり、変更情報の正本は英

語文です。また、翻訳に誤訳等があったとしても、オラクルには一切の責任

はありません。 

 

 


